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（1） 対象地域 

チェルノブイリ事故地域の河川（プリピアチ川）から、約 500km 下流の黒海までの経路。 

 

（2）重要な図表 

 

2．提言につながる情報 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

定期的・長期的モニタリングの成果が現れた報告であり、モニタリングの重要性が認識できる。 

 

（2）流出挙動・経路 

Sr-90 の河川水中濃度は出水時の濃度増加が明確で流量との対応が強い。一方 Cs-137 では、流量との対

応は弱い。また、Cs-137 は途中の人造湖での堆積物への沈降移行が顕著。 

 

（3）除染の際の留意点 

内部被ばく、外部被ばくを含めた被ばく経路解析の下で、対策の優先度を考える必要がある。 

 

（4）担当者のコメント 

チェルノブイリ事故で汚染を受けた近傍河川は、下流の首都キエフの水源であり、沿線の灌漑・内水漁

業にも深く関わっている。福島事故と比較したとき、自然条件の違いによる挙動の違いのみならず、（む

しろ出発点として）社会条件の共通点・相違点に着目して被ばく経路・被ばく線量の考察を行うべきで

ある。 

 


